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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建枠の脚柱に着脱自在に取着する手摺支持具と、建枠に取着した前記手摺支持具間に着
脱自在に掛け渡す手摺材とより成る枠組足場用手摺において、前記手摺支持具は所定長さ
の支持体を有し、該支持体には前記手摺材を着脱自在に取着するロックピンを所定位置に
固着すると共に、支持体の上端部には、建枠の脚柱を挟持する略Ｕ字形状の挟持体の一端
を支点に回動させて脚柱の挟持、解除自在とし、挟持体を挟持位置に回動して手を離せば
バネ体の復元力にて挟持体の遊端部を係止して挟持状態を維持させるように形成してなる
挟持金具を備える一方、支持体の下部には建枠の下部の筋交いピンに嵌入可能なピン孔を
穿設したことを特徴とする枠組足場用手摺。
【請求項２】
　前記支持体に固着するロックピンの位置は、手摺支持具を建枠に取着したときに作業足
場より略９００ｍｍと略４５０ｍｍの高さ付近となる位置に固着したことを特徴とする請
求項１記載の枠組足場用手摺。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、建築現場などに設置される枠組足場において、隣接する建枠間に取り付ける手
摺に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
従来より、建築現場などの周囲には作業用の足場を構築するため、複数の建枠を並設し、
これら各建枠間に足場板を架設すると共に、交差筋交いなどを掛け止めて組み上げる枠組
足場が設置される。そして、前記筋交いが足場板上で作業を行う作業者にとっては手摺代
わりともなっているのであるが、より安全性を高めるために別途専用の手摺を設置するこ
とが望まれている。
【０００３】
先行技術文献を調査したところ、実公平４－５０３５２号公報が検索された。実公平４－
５０３５２号公報は、建枠上部の筋交いピンに吊着した受金具を脚柱の中央高さ位置で固
着ネジにて締結固定し、該受金具に固着したロックピンに手摺材を取り付けたものであり
、手摺材は建枠の略中央高さ位置に一本架設されたものとなっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の手摺装置では、建枠の略中央高さ位置に一本の手摺を架設して
いるだけであり、安全性から考慮すると下位にもう一本の手摺の架設されることが推奨さ
れるところであるが、手摺を架設する受金具を建枠上部の筋交いピンに吊着していて受金
具の下端が建枠中央高さ位置までしか至らず、もう一本の手摺を建枠の下部位置に取り付
け不能なものとなっており、安全上もう一工夫が望まれるものである。
【０００５】
本発明は上記の点に鑑み、安全で、かつ設置作業も容易にできる枠組足場用手摺を提供す
ることを課題とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、本発明の枠組足場用手摺は、建枠の脚柱に着脱自在に取
着する手摺支持具と、建枠に取着した前記手摺支持具間に着脱自在に掛け渡す手摺材とよ
り成る枠組足場用手摺において、前記手摺支持具は所定長さの支持体を有し、該支持体に
は前記手摺材を着脱自在に取着するロックピンを所定位置に固着すると共に、支持体の上
端部には、建枠の脚柱を挟持する略Ｕ字形状の挟持体の一端を支点に回動させて脚柱の挟
持、解除自在とし、挟持体を挟持位置に回動して手を離せばバネ体の復元力にて挟持体の
遊端部を係止して挟持状態を維持させるように形成してなる挟持金具を備える一方、支持
体の下部には建枠の下部の筋交いピンに嵌入可能なピン孔を穿設したことを特徴としてい
る。
【０００７】
また、前記支持体に固着するロックピンの位置は、手摺支持具を建枠に取着したときに作
業足場より略９００ｍｍと略４５０ｍｍの高さ付近となる位置に固着したことを特徴とし
ている。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明の枠組足場用手摺によれば、手摺を掛け渡す手摺支持具は細長い板状の支持体を有
し、該支持体の上端部には建枠の脚柱を挟持する挟持金具を備える一方、支持体の下部に
は建枠下部の筋交いピンに嵌入可能なピン孔を穿設している。そして、手摺支持具を建枠
に取り付けるときには、建枠の脚柱の下部の筋交いピンに支持体のピン孔を合わせて嵌入
させて手摺支持具の位置決めと支持を行う。次に、支持体の上端部の挟持金具にて建枠の
脚柱を挟持し、脚柱に沿わせた状態で固定する。そして、支持体の所定位置に固着したロ
ックピンに手摺材端部のピン孔を合わせて嵌入させ取着することによって隣接する建枠間
に手摺を掛け渡すのである。
【００１０】
上記手摺支持具を建枠に取着すると、建枠下部の筋交いピン位置から建枠の略中央高さ付
近にかけて手摺支持具が取り付けられることとなり、手摺支持具の支持体に固着する手摺
材取着用のロックピンを作業足場から例えば、作業員の腰高さの略９００ｍｍの高さと、
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その中間部の略４５０ｍｍの高さ位置となるように配置することが可能となる。因みに、
建枠下部の筋交いピンは建枠下端より約２３０～３３０ｍｍ程度の位置にあり、手摺支持
具の長さを約７００ｍｍ程度とすれば、手摺材は作業者の足場から９００ｍｍと４５０ｍ
ｍ程度の好ましい高さ位置に二本の手摺材が設置でき、これによって作業者は墜落に対す
る不安感もなくなり、安全に作業を行えるものとなる。
【００１１】
また、本発明の枠組足場用手摺によれば、足場支持具の上端部の挟持金具は回動して建枠
の脚柱の挟持、解除自在とする略Ｕ字形状の挟持体を備えており、該挟持体を建枠の脚柱
に挟持させる位置に回動し、手を離せばバネ体の復元力にて挟持体の遊端部が係止手段に
係止して挟持状態を維持するように形成しているので、簡単な操作で足場支持具を固定で
き、高所での作業が迅速に、かつ楽にできる。
【００１２】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。
【００１３】
図１は本発明に係る枠組足場用手摺１を枠組足場の隣接する建枠Ａ間に取り付けた状態を
示す図であって、枠組足場用手摺１は建枠Ａの脚柱Ｂの内側面に取着した手摺支持具２と
、隣接した手摺支持具２間に掛け渡す手摺材３とにより構成される。なお、図中のＣは脚
柱Ｂの上・下部に配設した筋交いピンＤに取着した筋交い、Ｅは脚柱Ｂの上端部間を連結
する横架材Ｆ間に掛け渡した足場板、Ｇは門型の建枠Ａを補強する補剛材である。
【００１４】
手摺支持具２は、細長い板状の支持体４を有し、該支持体４には手摺材３を着脱自在に取
着するロックピン５を適宜配置して固着している。このロックピン５の固着位置は手摺支
持具２を建枠Ａに取着したときに足場板Ｅからの高さ位置が例えば、９００ｍｍと４５０
ｍｍ程度になる位置に固着すれば手摺材３を掛け渡したときに作業安全上好ましい状態と
なる。
【００１５】
前記支持体４の上端部には建枠Ａの脚柱Ｂを挟持する挟持金具６を備えると共に、支持体
４の下部には建枠Ａ下部の筋交いピンＤに嵌入可能なピン孔７を穿設している。このピン
孔７は上下方向に複数個穿設するようにし、建枠メーカー毎の規格の違いによって筋交い
ピンＤの位置が異なることに対応できるようにすることが好ましい。また、支持体４の中
間部付近が建枠取着時に建枠Ａの補剛材Ｇに当接しないように湾曲させるなどして回避す
るような形状とすると良い。
【００１６】
手摺支持具２の挟持金具６は、建枠Ａの脚柱Ｂを挟持する略Ｕ字形状の挟持体８を備え、
該挟持体８の一端部を下方へと曲折形成した枢止部８ａを支持筒体９へ貫通させると共に
バネ体１１を介して下方へ付勢しながら回動自在に取り付ける一方、挟持体８の遊端部も
下方に曲折して係止部８ｂを形成し、挟持体８を挟持位置に回動して手を離せばバネ体１
１の復元力にて挟持体８の係止部８ｂが係止筒体１０に嵌め入れられて挟持状態を維持で
きるように形成している。
【００１７】
そして、前記挟持金具６を挟持操作する場合には、図４に示すように、支持体４を建枠Ａ
の脚柱Ｂに沿わせ（図４（ａ））、その状態で挟持体８を掴んでバネ体１１に抗して引っ
張り上げた後（図４（ｂ））、挟持体８を枢止部８ａを中心に回動させて脚柱Ｂを挟持さ
せ、その遊端部の係止部８ｂを係止筒体１０の上位へ臨ませる（図４（ｃ））。そして、
挟持体８から手を離すと、バネ体１１の復元力によって挟持体８は下方へと引っ張り戻さ
れ、それに伴って遊端部の係止部８ｂは係止筒体１０内へと嵌め入れられて固定される（
図４（ｄ））。また、挟持を解除するときには、前記操作と逆の手順で操作すれば固定を
解除することができる。
【００１８】
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このように、挟持金具は６は挟持体８を手で掴んで枢止部８ａを支点に回動させることに
よって脚柱の挟持、解除を楽にできるようにしている。なお、挟持金具６は上記実施例の
他、クランプなどボルトによって固定する公知の挟持手段を採用することもできる。
【００１９】
　しかして、上記枠組足場用手摺１を取り付けるときには、隣接する建枠Ａの筋交いピン
Ｄ間に筋交いＣを取り付けた後に、先ず手摺支持具２を取り付ける。手摺支持具２を取り
付ける要領は、先ず脚柱Ｂ下部の筋交いピンＤに支持体４下部のピン孔７のいずれかを合
わせて嵌入させ、支持体４の位置決めと支持を行う。次に、支持体５の上端の挟持金具６
の挟持体８を掴んでバネ体１１に抗しながら引っ張り上げて回動させ、挟持体８にて建枠
Ａの脚柱Ｂを挟持させたところで手を離せばバネ体１１の復元力にて挟持体８の係止部８
ｂが係止筒体１０に嵌め込まれ挟持状態を維持する。
【００２０】
そして、隣接する建枠Ａのそれぞれに手摺支持具２が取着されると、手摺材３の両端部の
ピン孔をそれぞれの手摺支持具２のロックピン５に嵌入する。二本の手摺材３を隣接する
手摺支持具２の上下のロックピン５のそれぞれに掛け渡すと、作業足場から９００ｍｍと
４５０ｍｍ程度になる高さ位置に水平の手摺ができあがる。
【００２１】
このように、上記手摺支持具２は建枠Ａ下位の筋交いピンＤ付近から略中央高さ付近至る
範囲にかけて取り付けられることとなり、手摺材３を取着するロックピン５もこの範囲に
取り付け可能となるので、手摺材３が作業足場から９００ｍｍと４５０ｍｍ程度の好まし
い高さ位置に設置可能となり、これによって作業者の墜落に対する不安感もなくなり、安
全に作業を行えるものとなる。
【００２２】
【発明の効果】
　以上のように本発明に係る枠組足場用手摺によれば、建枠の脚柱に着脱自在に取着する
手摺支持具と、建枠に取着した前記手摺支持具間に着脱自在に掛け渡す手摺材とより成る
枠組足場用手摺において、前記手摺支持具は所定長さの支持体を有し、該支持体には前記
手摺材を着脱自在に取着するロックピンを所定位置に固着すると共に、支持体の上端部に
は、建枠の脚柱を挟持する略Ｕ字形状の挟持体の一端を支点に回動させて脚柱の挟持、解
除自在とし、挟持体を挟持位置に回動して手を離せばバネ体の復元力にて挟持体の遊端部
を係止して挟持状態を維持させるように形成してなる挟持金具を備える一方、支持体の下
部には建枠の下部の筋交いピンに嵌入可能なピン孔を穿設したので、手摺支持具は建枠下
位の筋交いピン付近から略中央高さ付近至る範囲にかけて取り付けられ、手摺材を取着す
るロックピンもこの範囲に取り付け可能となって手摺材が作業足場から好ましい高さ位置
に設置可能で、安全な手摺を構築できる。また、足場支持具の建枠の脚柱への取り付け、
取り外しが簡単な操作で可能となり、高所での設置作業が迅速に、かつ楽に行える。
【００２３】
また、前記支持体に固着するロックピンの位置を手摺支持具を建枠に取着したときに作業
足場より略９００ｍｍと略４５０ｍｍの高さ付近となる位置に固着すれば、好ましい高さ
位置に手摺が設置され、作業者の墜落に対する不安感もなくなり、安全に作業を行えるも
のとなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る枠組足場用手摺を枠組足場に取り付けた状態を示す一部切り欠きし
た正面図である。
【図２】図１の要部拡大図である。
【図３】図２のＸ－Ｘ線の一部省略断面図である。
【図４】足場支持具の挟持体による建枠の脚柱への挟持する手順を説明する図である。
【符号の説明】
１…枠組足場用手摺　　　　　　２…手摺支持具
３…手摺材　　　　　　　　　　４…支持体
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５…ロックピン　　　　　　　　６…挟持金具
７…ピン孔　　　　　　　　　　８…挟持体
８ａ…挟持体の枢止部　　　　　８ｂ…挟持体の係止部
９…支持筒体　　　　　　　　　１０…係止筒体
１１…バネ体　　　　　　　　　Ａ…建枠
Ｂ…脚柱　　　　　　　　　　　Ｃ…筋交い
Ｅ…足場板　　　　　　　　　　Ｆ…横架材
Ｇ…補剛材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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